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通
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備
の
検
討
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民
意
見
の

調
査
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い
、
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備
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要
性
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つ
い
て
検
討
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今
年
三
月
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は
、
そ
の
必
要
性
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め
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れ
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下
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行
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※
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市
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れ
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し
た
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札幌駅前通と創成川通のこれから
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大
通
、
札
幌
駅
を
結
ぶ

「
に
ぎ
わ
い
の
軸
」

多くの人が集まる札幌の都心。その重要な位置を占める二二つつのの通通りりのの将将来来がが、、今今大大ききくく注注目目さされれ
ています。市の事業計画や市民議論の内容をご紹介しなががらら、、ここれれかかららのの課課題題をを考考ええまますす。。

事
業
計
画
と
市
民
議
論

※１ ワークショップ：共同で作業をしながら意見をまとめていく市民参加の手法
※２ 都市計画決定：建設に先立ち、都市の将来計画として法の手続きで決定すること

札
幌
駅
前
通
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下
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行
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し
ま
す

■
地
下
歩
行
空
間
整
備
検
討
の
歩
み

大正７年ごろ。右上の建物は札幌初の
百貨店、五番舘（現西武）

昭和２７年。北１西３から北側を望む。
側道の様子が分かる

札幌駅前通が街の顔としての役目を任されるように
なったのは、札幌停車場が誕生した明治１３年。間もな
く、アカシアが植えられると、この街を印象付ける
風景として、多くの人に知られるようになります。
輸送手段の交代で、通りの姿も変化します。大正か

らは、馬車鉄道、そして市電が主役に。両側には樹木
で区切られた側道がありましたが、自動車の増加に伴
い、やがて姿を消します。ハルニレが植えられた現在
の中央分離帯ができたのは、昭和４６年の地下鉄開業後
のことです。

札幌の都心空間

地下鉄工事中の昭和４４年。北１
西３付近
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